
最新の医科学の知識と、研究者として自立して研究活動を行うに必要な研
究能力を身につけ、国際的な視野に立って医学や医療を取り巻く諸問題に
対処し、解決できる人材を育成します。 

医科学コースは、最新の医科学の知識と、研究者として自立して研究活動を行うに必要な研

究能力を身につけ、国際的な視野に立って医学や医療を取り巻く諸問題に対処し解決できる

人材の育成を目的としたコースです。本コースは、実験医科学プログラムと臨床データ研究プ

ログラムから成り、実験医科学や臨床研究をリードする研究者の養成を目指します。

１年次に開講する概論講義で幅広い医学の基礎知識を身につけ、所属する研究室で研究

指導を受けることになります。加えて、口頭発表および論文作成の技術を修得するとともに、学

内外で開かれるセミナ ーや専門分野をまたがる討論会等に参加し、多角的な視点を培いま

す。本コースでは、特に英語教育を重視し、講演聴講や発表・討論に必要な英語力を養います。 

本コース修了後は、最先端の医学・医療・生命科学を推進し、世界をリードし国際的な舞台

で活躍する人材を育成する博士課程への進学を期待するものです。 

医科学コースに関連する主な教室（令和8年４月～） 

・医学系研究科の各講座（連携大学院講座を除く）

下記医学系研究科ウェブサイト「講座一覧」 をご覧ください。 
https://www. med.osaka-u.ac.jp/introduction/research 

医科学 コース 



公衆衛生学的アプローチにより少子高齢社会における複雑化する健康医
療問題に対処し解決する能力を涵養し、公衆衛生、医学倫理、医学統計の
実務家や研究者を育成します。 

世界規模で少子高齢化が進み、健康や医療の問題が複雑化している現在、医学・医科学の

みならず人間社会の枠組みを律する人文社会科学系の知識・技能を習得し、健康医療の諸問

題に対処して解決する能力が求められています。公衆衛生学コースは、「公衆衛生学プログラ

ム」、「医学倫理・研究ガバナンスプログラム（※）」、「医学統計プログラム」から成り、所属

研究室での研究活動と並行して、世界基準を満たした疫学、医学統計、医学倫理、社会学・行

動科学、保健医療政策学、環境保健学、グローバルヘルスの講義、演習やフィールド実習を通

じて、公衆衛生学と関連諸分野の基本と応用を学びます。

本コースは、文理融合教育を通じて、論理性、専門性、応用力、社会性、リーダーシップを兼

ね備え、わが国の少子超高齢化に伴って複雑化する健康医療問題やグローバルヘルスに対処

できる公衆衛生、医学倫理、医学統計の実務家や研究者を育成します。

社会人学生でも履修しやすいように、必修科目の医学概論講義を 2 年に分けて履修可能と

し、公衆衛生学、関連諸分野の科目を土曜日（一部、夏期集中と平日の夕方以降）に開講しま

す。卒業時には修士（公衆衛生学）、MPH（Master of Public Health が取得できます。 

本コース終了後の進路は約半数が博士課程への進学、半数は行政機関、企業への就職で

す。 

公衆衛生学コースに主な関連する教室 （令和８年４月～） 

【公衆衛生学プログラム】公衆衛生学

【医学統計プログラム】 医学統計学

※【医学倫理・研究ガバナンスプログラム】医の倫理と公共政策学は

2027年度は不開講のため募集しません。

上記教室の詳細は、医学系研究科ウェブサイト「講座一覧」 をご覧ください。 
https://www.med.osaka-u.ac.jp/introduction/research 

公衆衛生学 コース 



死因診断に関する知識と専門家として死因究明業務を行うのに必要な 
能力を養成し、わが国のみならず世界で活躍する死因究明に関する実務 
家、研究者を育成します。 

死因究明学とは社会の安全や医療の安全、国民の健康や福祉に寄与する新しい学問領域

です。死因究明学コースでは、所属研究室での研究活動と並行して、世界初の科目である「死

因診断学総論」「死因診断学各論Ⅰ」「死因診断学各論Ⅱ」および「死後（死亡時）画像診断

学総論」「死後（死亡時）画像診断学各論」の講義、医学部の臨床実習に相当する「死因診断

実地演習」や e-learning による「死後（死亡時）画像診断学演習」を通して、死因究明に関

する知識を学び、高度な死因診断力を養成します。 

死因については２０１０年代にはいり、医療や保健行政を考える上で世界的に注目されてお

り、特に世界に先駆けて多死社会を迎える日本では、科学的に診断された死因から医療や介

護、健康を考える必要があります。社会人学生や遠方の学生が履修できるように、必修科目の

医学概論講義を 2 年に分けて履修可能とし上記の科目群を土曜日午後と日曜日に開講しま

す。卒業時には修士（公衆衛生学）、MPH（Master of Public Health が取得できます。 

本コース終了後は、検案医、法医、病理医、救急医、医療安全担当医、医療事故調査支援医

などの死因究明医のみならず、社会の安全に関わる検察官、検察事務官、警察官、科学捜査

研究所研究員等の司法機関職員や保健行政職への従事や、このコースを通して理解できる未

だ明らかになっていない原因不明の死因に関する研究を目指し、博士課程への進学も期待さ

れます。 

死因究明学コースに主な関係する教室 （令和8年４月～） 

・法医学

上記教室の詳細は、医学系研究科ウェブサイト「講座一覧」 をご覧ください。 
https://www.med.osaka-u.ac.jp/introduction/research 

死因究明学 コース 



未来臨床科学に関わる最先端の医学研究領域において、国際社会で 
リーダーシップを発揮する次世代の研究指導者を育成します。

未来臨床科学コースは、医学の中でも急速な発展を遂げつつある領域を対象に、異分野間の有機
的な融合や次世代を担う人材育成、臨床現場への還元を目的として設定したコースです。    

本コースは、スポーツ医科学研究プログラムで構成されます。概論講義を通じて医学を取り巻く最先
端の研究事情を広く深く学んだ上で、各プログラムにおいて専門性・独創性の高い研究指導を受けるこ
とができます。

本コース修了後は、未来臨床科学の研究分野を国際的にリードする博士課程への進学に加え、企業
や国際研究機関への就職が期待されます。詳細は下記の通りです。 

医学系研究科の教育力、実践力を最大限に発揮し、スポーツ医科学のグローバルスタンダードをさ
らに引き上げて、世界のスポーツ界にて、指導、研究、マネージメントを行えるマルチプル人材を育成し、
スポーツ研究でのグローバルイノベーターを養成します。医学的知識と工学、情報科学の技術を習得
し、多くのスポーツ研究人材とネットワークをもち、オールジャパン体制でスポーツ研究の中核となって
活躍しながらキャリアーを積み、日本、世界のスポーツ界の指導的立場となる人材を生むことを目指しま
す。見込まれる成果は、スポーツ障害治療、予防、選手育成と強化の秀でた知識とマネージメント能力を
もち、将来のスポーツ機関（スポーツ庁、JSC、JOC、 JISS など）などにて日本のスポーツ界を牽引す
るのみならず、国際オリンピック委員会（IOC）、国際サッカー連盟(FIFA、 FMARC、国際テニス連盟
(ITFなど国際スポーツ機関で貢献できる人材の育成です。

さらに、博士課程に進学し、医療の安全と高い倫理観を持った臨床現場に精通した工学・情報科学
研究者および工学・情報科学に詳しい医療系研究者となり、世界で通用する強みを生かして国際的視
野を持ってプロジェクトを推進し、世界中で活躍できる人材となることを期待します。  

未来臨床科学コースに主な関係する教室 （令和8年４月～） 

【スポーツ医科学研究プログラム】  神経情報学 

上記教室の詳細は、医学系研究科ウェブサイト「講座一覧」 をご覧ください。 
https://www.med.osaka-u.ac.jp/introduction/research 

未来臨床科学 コース 




